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１ 点検・評価の実施 

  令和 3 年度に開講した「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」の対象授業

科目について、学生への授業評価アンケート結果や担当教員からの意見等を踏まえて、

授業内容、方法など本教育プログラムの点検・評価を行った。 

 

２ 点検・評価の対象授業科目 

  令和 3 年度に開講した「情報処理入門」、「統計学」の 2 科目について点検・評価を

実施した。 

 

３ 自己点検・評価の結果等 

（１）学内からの視点 

  

自己点検・評価の視点 
自己点検・評価体制における意見・結果・改善

に向けた取組等 

プログラムの履修・修得状況 学部学科を問わず履修がされておりこれま

での対象科目の履修者数は計 83 名となってい

るが、令和 3年度よりプログラムをスタートし

ているため、本プログラム修了に必要な全ての

単位を取得した学生は 4名となっている。 

令和 4年度以降は、文部科学省から認定を受

けることによる履修者数の更なる増加が期待

され、また本プログラム修了に必要な全ての単

位を修得する学生数の増加が見込まれること

から、プログラム修了者数の増加が期待され

る。 

学修成果 本プログラムは令和 3 年度からスタートし

たプログラムであり、自己点検・評価につなが

る本格的なフィードバックは今後行っていく

こととなるが、実施初年度の学生アンケート結

果や担当教員からの意見を踏まえ可能な限り

令和 4年度からの改善に取り組む。 

学生アンケート等を通じた学

生の内容の理解度 

令和 3 年度の学生アンケートの全ての対象

科目において、殆どの質問項目の平均点が 4点

以上（5点満点）となっており、学生の理解度
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については概ね良好な結果が得られている。今

後は、高い結果が得られていない質問項目を中

心に改善を図り、更なる向上を目指す。 

学生アンケート等を通じた後

輩等他の学生への推奨度 

本学では、本プログラム対象科目受講者全員

に対して授業評価アンケートを実施しており、

教員の話し方や授業進行、配付資料等の分かり

易さ、理解度などについて回答結果に基づき、

数理・データサイエンス・AI教育委員会におい

て必要な改善に取り組むことで、後輩等他の学

生への推奨度が上がるよう取組んでいる。 

また、本プログラムに対する良い評価結果に

ついては、履修ガイダンスやパンフレット等で

積極的に周知に努めることとしている。 

全学的な履修者数、履修率向

上に向けた計画の達成・進捗

状況 

本プログラムは令和 3 年度にスタートした

ものであり、全学的な履修者数、履修率向上へ

向けた計画の成果が得られるのはこれからと

なる。 

令和 3 年度の履修者数は、現代社会学部 62

名、人間生活学部 21 名であった。今後、文部

科学省からの認定を受けること、時間割上履修

しやすくする工夫や本プログラムの周知を引

続き行うことなどにより、履修者数、履修率の

向上が期待できる。 

令和 4年度からは、対象科目 2科目ともに開

講コマ数を増やす方針あり、更なる履修者数の

増加を見込んでいる。 

 

（２）学外からの視点 

  

自己点検・評価の視点 
自己点検・評価体制における意見・結果・改善

に向けた取組等 

教育プログラム修了者の進路、

活躍状況、企業等の評価 

本プログラムは令和 3 年度からのスタート

したものであり、現時点で修了者は在籍中のた

め本項目は該当しません。 
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産業界からの視点を含めた教

育プログラム内容・手法等への

意見 

本学が主催する企業懇談会や合同企業説明

会等の機会を活用して、本教育プログラムの授

業内容やデータを活用した演習等の手法につ

いて意見や要望を収集し、数理・データサイエ

ンス・AI教育委員会において、本プログラムの

改善に活用していく計画である。 

また、第Ⅲ期中期計画について評価する組織

である事業評価委員会には外部委員も参加す

ることになっており、同委員会における意見に

ついても、上記と同様に本プログラムの改善に

活用していく計画である。 

 

（３）その他 

  

自己点検・評価の視点 
自己点検・評価体制における意見・結果・改善に

向けた取組等 

数理・データサイエンス・Ａ

Ｉを「学ぶ楽しさ」「学ぶこ

との意義」を理解させるこ

と 

授業において。積極的に学生に身近なサービス

や製品等の具体例を活用して説明を行うことで、

数理・データサイエンス・AIを「学ぶ楽しさ」や

「学ぶことの意義」が理解出来るよう努めてい

る。 

基盤教育科目として設定され学部学科を問わ

ず履修可能な科目である「プロジェクト演習」に

おいては、課題解決型授業であるためフィールド

ワークや各種調査で得られた情報を集計、分析能

力が必要とされる場面が多く、本プログラムを受

講することにより、数理・データサイエンス・Ａ

Ｉを「学ぶことの意義」を実体験を通じて理解す

ることが出来ている。 

本プログラムを修了した学生が今後、卒業研究

や実験系科目においてデータ計測や分析などを

行う際に数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ

ことの意義」を理解することも期待される。 

内容・水準を維持・向上しつ

つ、より「分かりやすい」授

業とすること 

数理・データサイエンス・AI教育委員会におい

て、学生による授業評価アンケートの結果や対象

科目担当の教員の意見を踏まえて授業内容や方
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法の改善を図ることにしており、内容・水準を維

持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とす

ることについても考慮に入れて検討していくこ

ととなる。 

また、本学は大学改革推進等補助金（デジタル

活用教育高度化事業）の採択を受け、DX推進計画

のもと、動画を活用した反転授業化を推進してい

るが、対象科目についても反転授業化を推進する

ことにより、内容・水準を維持・向上しつつ、よ

り「分かりやすい」授業となることが期待できる。 

 


